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　４月（５月号）から広報作成
に関わることになりました。正
直に言いますとこれほどじっく
り端から端まで読んだ事もあり

ませんでしたし、これほど手間がかかって
いるという事にも考えが及んでいませんで
した。取材・写真撮影・記事作成・校正な
ど初めての経験ばかりで苦労続きでした
が、成果物が完成に近づくと何とも言えな
い達成感で一杯です。締切に追われる日々
が続くことになりそうですが、高島市のさ
まざまな出来事を市民の方に知っていただ
けるよう、情報収集・情報発信を頑張って
行きたいと思います。（Ｈ）
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観
光
振
興
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安
曇
川
沿
い
に
走
る
若
狭
街
道

　
琵
琶
湖
へ
注
ぐ
水
の
ほ
ぼ
３
分
の
１

を
生
み
出
す
高
島
市
は
県
下
最
大
の
水

源
地
域
で
す
。
源
流
で
生
ま
れ
た
豊
か

な
木
材
は
、
奈
良
や
京
都
の
都
に
運
ば

れ
る
な
ど
、
そ
の
繁
栄
の
礎
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

　
中
で
も
湖
西
地
域
最
大
の
流
域
面
積

を
誇
る
安
曇
川
は
、
朽
木
生
杉
の
針
畑

川
上
流
や
京
都
市
左
京
区
の
百も

も
い井
峠
を

水
源
に
比
良
山
地
と
丹
波
高
地
に
挟
ま

れ
な
が
ら
北
流
し
、
高
島
市
に
至
り
ま

す
。
こ
の
安
曇
川
の
流
れ
に
沿
う
よ
う

に
「
京
は
遠
て
も
一
八
里
（
約
72
㎞
）」

と
唄
わ
れ
た
若
狭
と
京
都
を
最
短
で
結

ぶ
、
若
狭
街
道
が
走
り
ま
す
。
こ
の
道

を
通
っ
て
、
一
昼
夜
を
か
け
て
運
ば
れ

塩
漬
さ
れ
た
鯖
は
、
良
い
塩あ

ん
ば
い梅

と
し
て

海
浜
の
な
い
京
都
の
人
々
に
珍
重
さ

れ
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
や
物
資
が

こ
の
街
道
を
行
き
交
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
「
鯖
の
道
」
若
し
く
は
「
鯖

街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
若
狭
街
道
は
、戦
国
時
代
に
は
、

織
田
信
長
が
北
陸
の
朝
倉
氏
討
伐
の
際

に
、
湖
北
の
浅
井
氏
の
裏
切
り
に
よ
り

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
命
辛か

ら
が
ら々

、
都
へ

逃
げ
る
際
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
朽
木
三
ツ
石
に
は
、
こ
の
時
に
信

長
が
身
を
隠
し
た
と
伝
わ
る
隠
れ
岩
が

残
り
、
解
説
板
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
地

元
で
大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
に
息
づ
く
安
曇
川
の
恵
み

　
安
曇
川
の
流
れ
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

明
治
時
代
の
廃
藩
置
県
ま
で
朽
木
一
円

の
領
主
で
あ
っ
た
朽
木
氏
の
居
館
付

近
（
朽
木
陣
屋
跡
）
で
琵
琶
湖
に
向
け

て
流
れ
を
東
に
変
え
、
高
島
平
野
を
形

成
し
、
豊
か
な
田
園
風
景
を
構
成
し
ま

す
。
安
曇
川
右
岸
の
泰
山
寺
野
台
地
に

は
、
継
体
天
皇
の
父　
彦ひ

こ
う
し
お
う

主
人
王
の
陵

墓
参
考
地
と
さ
れ
て
い
る
田
中
王
塚
古

墳
が
分
布
し
、
左
岸
の
饗
庭
野
台
地
に

は
高
島
七
頭
の
惣
領
家
の
居
城
で
あ
る

清
水
山
城
館
跡
が
築
か
れ
る
な
ど
、
そ

の
時
々
の
支
配
領
域
か
ら
安
曇
川
を
眼

下
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
安
曇
川
か
ら
の
伏
流
水
は
湧

き
出
て
、「
か
ば
た
」（
か
わ
と
）
と
し

て
、
今
の
生
活
に
息
づ
く
と
と
も
に
、

全
国
シ
ェ
ア
９
割
を
誇
る
扇
骨
は
、
か

つ
て
は
安
曇
川
の
竹
材
が
利
用
さ
れ
る

安
曇
川
が
つ
な
ぐ

　
　
　
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
、
安
曇
川
を
中
心
と
し
た
「
水
と

人
々
の
繋
が
り
」
は
今
で
も
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
第
１
号
の
構
成
要
素
に

　
こ
れ
ら
水
と
の
繋
が
り
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
は
日
常
的
な
光
景
で
す
が
、

そ
の
営
み
や
生
活
文
化
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
文
化
庁
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
日
本

遺
産
の
第
１
号
（
※
１
）
と
し
て
認
定
さ

れ
た
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
～
祈

り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」
の
構
成
要
素

の
一
つ
と
し
て
、「
重
要
文
化
的
景
観

　
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
」
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
（
※
２
）。

　
こ
れ
ら
の
認
定
は
、
水
と
の
関
わ
り

あ
る
営
み
が
今
も
な
お
息
づ
い
て
い
る

な
ど
、
身
近
に
あ
る
生
活
や
文
化
の
重

要
性
を
改
め
て
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
。

※
１　
平
成
27
年
度
の
初
の
認
定
に
は
全
国

か
ら
の
83
件
の
応
募
の
う
ち
、
18
件
が
初
の

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

※
２　
高
島
市
内
か
ら
は
、
３
つ
の
重
要
文

化
的
景
観
の
ほ
か
、
白
鬚
神
社
、
シ
コ
ブ
チ

信
仰
が
構
成
要
素
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

安曇川のヤナ漁のようす


